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3.1 卵の形態

3.1.1 色彩
3.1.2 形態

ウスバシロチョウ

スジグロシロチョウ

ジャコウアゲハ
メスアカミドリシジミ

ゴマダラチョウ クロセセリ

コミスジ ウラゴマダラシジミ

・卵殻はかなり厚めで，水分蒸発，O２，CO２通す

・構造の維持，水滴中に沈んだときの呼吸に役
立つっていう，う・わ・さ☆



3.1 卵の形態

3.1.2 形態

ヤママユガ類の卵殻タンパク質をコードする遺伝子の構造や発現が明らかにされている



3.1 卵の形態

3.1.2 形態

何層にもたんぱ
く質の層が重
なってるよ．

卵黄膜で裏打ち
されてるよ．

メスの付属腺から
出る粘着性の物質
でひっついてるよ

ちなみにジャノメチョウは卵を垂れ流し



3.2 幼虫の形態

3.2.1 外部形態

アオバセセリ4齢クロヒカゲ4齢

オオムラサキ4齢？

スミナガシ5齢

キタテハ4齢

カバマダラ5齢

アカシジミ4齢

トラフシジミ4齢



3.2 幼虫の形態

3.2.1 外部形態

触角1対

短い，臭い
と味わかる

単眼6対

形と明暗わかる

小腮

葉の成分を化学的に識別

吐糸管

絹糸腺の絹タンパク
が糸となる

前脚

鉤爪あり．齢数，グループ
により異なる

棘状突起

タテハ発達，モンシロ・タ
イワンキチョウは先端か
ら液，有毒は稀



3.2 幼虫の形態

3.2.2 内部形態

食物をいかに多く，効率的に吸収するかに特化している．

開放血管系（動脈、静脈から
なる。毛細血管がない．）

皮膚の内側にいろいろな筋肉が張り巡らされてるよ
（摂食・歩行・血液循環）

絹糸材料を合成

神経系

消化器官

排出器官（腎臓にあたる）心臓



3.2 幼虫の形態

3.2.2 内部形態

血球

脊椎動物の肺（ガス交
換が行われる）

脊椎動物の口，鼻

血液の流れ



3.3 蛹の形態

蛹のさまざまな形に意味があるのか，成虫にも幼虫にも見られない謎の突起の正体，腹節か
ら出す音（たぶん威嚇），ほとんどが謎に包まれている．蛹の中で神経・呼吸器系以外は解け
る 帯蛹と垂蛹

ギフチョウ

キアゲハ

クロセセリ

ミドリシジミ

ツマキチョウ

ツマグロヒョウモン ゴマダラチョウ

ウラナミジャノメ

ルリタテハ



3.4 成虫の形態

主に，異性との交尾，寄主植物への産卵，が目的．昼行性，視覚嗅覚，翅と筋肉の発達．

3.4.1 外部形態

一つの複眼でオスで約１８，００
０個、メスで１５，０００個の個眼
が集る．種類にもよるけど，オ
スは眼，メスは嗅覚器官が発達
している．

触角．複眼の背面，内側に
一対．感覚子が分布して，
フェロモン，匂い，振動と音，
物理的な接触がわかる．

渦巻き（口吻）まだ蜜を吸
うメカニズムは解明され
てない．口吻内部の筋肉
と，血液圧の上昇，口吻
クチクラの柔軟性が関係
している．味覚がある．口
吻の長さも種によって異
なる．



3.4 成虫の形態

3.4.1 外部形態

カスリタテハの一種（Hamadryas guatemalena）の耳（赤）
前脚が折りたたまれている（生きてる時も）

ここの刺の有無が分類の基準となっていた

シロチョウやシジミチョウでは爪間盤は接着性が
強く，垂直なガラスも登れる
アゲハはないから無理．



3.4 成虫の形態

3.4.1 外部形態

ティリヤード式（）内は略称



3.4 成虫の形態

3.4.1 外部形態

メネラウスモルフォ（構造色）
ツマグロヒョウモン（色素色）

モンシロチョウの鱗粉。オスもメスも同じ模様に見えるが、同じ部分の鱗粉を拡大して
みると、オスの鱗粉（写真左）は発香鱗（匂い袋付き）である．

アオスジアゲハ（翅自体に
色が付いている）

◆翅を彩る ◆水をはじく ◆香りを持つ ◆温度調整



3.4 成虫の形態

脳や神経系は少し発達
飛翔筋が発達
幼虫期の消化器官は退化
循環器系はあまり変わらず
腹部にそ嚢（空気をためる）
生殖器の発達

3.4.1 外部形態 内部形態



3.5 幼虫と蛹の体色

成虫の体色（つまり翅の色）・・・配偶行動のシグナル，カムフラージュ
幼虫と蛹の体色・・・体温調節，カムフラージュ，警戒色ーҦ防衛効果

色素色・・・色素（pigment）による化学的な色
体色

構造色・・・物理的な特有構造による反射（金属光沢）
皮膚内クチクラに何層にも及ぶ薄層構造Ҧ光の干渉
脅しや目くらまし，葉っぱの緑を反射して隠蔽効果がある？
金ぴかのҨオオカバマダラの蛹は黄色カロチノイドも存在？



3.5 幼虫と蛹の体色

幼虫の緑は葉っぱの緑（クロロフィル）ではない．黄色色素と青色色素の共存による色

カロチノイド（黄・オレンジ・赤）・・・皮膚と血液に存在．脂溶性．ɓカロチン，ルイテイン等
体内で合成できないので，食草から取り入れる

ビリン（青緑・青）・・・皮膚と血液に存在．脂溶性．体内で合成．詳細は不明

オモクローム（黄・褐・赤紫）・・・顆粒状構造．全身組織に存在．細胞内に蓄積．体内合成．
トリプトファンŸキヌレニンŸ3-ヒドロキシキヌレニンの酸化的縮合を経て合成．蛹化が近
付くと体色が変化するのはこの色素の１つキサントマチンが合成されるから

メラニン（黒・赤褐色）・・・黒色斑がメラニンである証明はまだ．クチクラに存在．

＊尿酸（白）・・・皮膚に大量に蓄積されると白くなる（スジグロシロチョウ）


